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農業の機械化を進めるために (2)

3､耕 地 の交 換 分 合

紳也の/'J散Zk:錨の実状について検討しますと､′㌢Hの

沖札の農家一戸--F･'の耕地は人体狭 く小さV,耕地を多数

地は皆イ附 'HllTく聞かれ､)リ沌 E･や耕作者が粍姓か交代し

て ′/川 に/1んでいよすから､ ･F.--j=･~の料地は集団した

相や裾よ殆どな く､あちらこちらに/分散していますoLか

し農'束がこJ)ような状態の耕地を父姐柑つV,で耕†乍して

いるため､耕地の分散していることにも､住I-tiと耕 也と

の抑'r)の長いことにも何等不合fq!を感じないほど相好し

ています｡'ri農家の紺珊伸 してV,るElIJJJIl-の平均抑 り

は肝 一吊こ上i.く､E_れを労働に開通して堪えると､その不

/i･一座的虹 耕地の消腔のiiiはかな7)人をいものがあります

あるJ;<名がLiYLHLLu-1で行った調か質料を引別してみ生すと

｢A部落の似合､住七と耕地 の平均距離は180米です〕

これは他の農 Iiiに比べて最も矩かい例です｡ヒ潤;落の

場(.Lは1湘虹への･lLJL:川 li)は 7OO米でAの場 合の1/汀''T

もあL)ます〕 --帖i灘すると^のj/JH,･/nhは 360米､ Bの

場汁は 1/1OO氷となります｡小吏､もし柚畑こ10ア

ールユL'Tl｣人､妾侶 こIOp)'-ノL'''l]6人とすると､ 1

カ耳30人になi)､^の耕地は 16枚に分けてい吏すか

ら480Lg､Bは 10枚で 300也の往復となIr)ますO

これを少子｣L･uL･.りに換‡再~ると八は 1-/)的 こ16こうキロメ

ー トル (,-1lI]))､Tうは12Oキ ロメー トル Ll0O

_r∫モ)往復することにな:)史す｡農ieの場合は(rTJか盛付を

運ぶ7F).ら､例えは'l･小に荷を抗んで越ぶとし､5里を t

HのlAlf■,J:とすると,∴は8U､f3は20LJの虫労槻とな

0olJj.1引Jこ8OOOEW)労蜘持魚となl)ますoZL-の代

納をr-米にrE'tせ:10､I5トン､釣 ITl'を伸也-のり灘にワLi

'luL ,:いうことに1二;)､ I-i;LJî:っては0､3卜/ (2Li)

をlji･晋することになl)ま9-｡これは lカ年の空也労働で

すから､20斗､30J'J･J-)Iこい州閲を/Jえ,Tさとその不利

益はij:に)､きななものになります｡｣

以 Lのようなことが独り岡山児下の農壌のみでな く､

鹿児島､ ･F個 ､四国 7咽ほ でわた っていることは

'容易にiflJ定.ll!,来るところ ごす,これが沖縄を含めて日本

農 業と労働との用JL関係です｡ゆえに排他の交換分合を

1Jつて､なるべ く住ノt:の周囲に額田させることが大切で

すo灯ELl也の敬合はその傾斜の糧姓が､機械化したり､畜

力化する似合の条件となります.硯仁までのいろいろな

tJl:験によ7)ますと農縄文の改良と耕11iノ)一法の改Ei-で畜力

化は20度位まで､機械化は 15捜査ではHI能性があり

ます｡もちろん牛用､な†仁職こおV,ては機械化は意力化HJ

徳政以 上をも克IHi､某現が小Lり能ではありません｡しか

し硯/i.の Iゝと由地農機只では F二塚の滅亡を-YJ慮して5-8

比の勾配が細井ffJ変と推定され吏す｡N',=q･)j法は等fLIb一線

JjJ;i;とすべきで､このような 卜他では-戸耕地の交換分

合がUJ-'kな問)過となl)ます0

4､耕 地 お よび 水 利 の 改 善

耕地は､外紙的にはrJ:_他の人きさと､その形状に.おい

てt',CL畠や機械を,駆促して､その能 JJを E分に発推し､労

働のiL感性と上地のfL:.感性を向Lして食指その他の農産

物を増感するためにILli･適最良のものであると同時に,rjJ

Jilll■帖二はその LJ☆rJl･'Ellが(棋勿の栽培 卜はもちろん耕広機

の神 川こ適 しているものであることが肝礎ですo即ち土

城を構成する土粒の人きさとともに上雌の水が畜力化､

機械化の難弘に/I.卓.:接な関係があります｡土性からいえば

r紺 .･上城より域 L.､機上より紗也土が畜ノJ化､機械化す

るのに 卜桟の物州 I勺牡叩がI,i手易で灸件がよろしい｡-カ

レキ トi:,(転1.日I左とは弼紙の披損と牌圧をlI上進し,また役

(9)



吾や繊維の操縦をlR難から不pJ弧 こ陥れることがし'.ilL

はありますoかかる土地では砂4:l]を除き､解上 し､椎厩

肥を加え､あるいは排水~I二事を施して乾ELf化をはかるな

どの七地のjWヒ学的性質を改.･11,L･-する土地改良が必墳とな

1)ますOまた､水Bjを鞘 織化するにはいかなる水分状

態にあ っても鞘織をEj由 nTJ三に駆帖LでIJt:7'jEを 卜分に

碓托しうるJ:うな互的 '']糊転芦.Cを,';'iJl三1tl日鋼~ることI)JJ切

です JrlJEl.lJ'･に絹江の拭rlq.の 卜に桂川Lir去る 上地環1-･1をu月

かにL これを改:L,-することもり)るかせにしては'+rtl)吏

せん｡

FIJElLY･Jl鮎を含めて)の農昔亡;J:/)(川芽,件を改ttl'.,･する

ことが藷 jJf領域化前進の弘木負件C:あるとr毒えたす｡間

虎､丸 tL枇jj_および阿矧JJ戯地Ji'iJ)机仙t=妃仁､.ll.る軒f.そ

うLはiIJ齢11.ifが化して｣卜'.19'･';に細か く､.'TYj由17.)..I;と汗TB

の L塊状渡では､ T(椎 こl二城が附T.t三してnL',''i･l川'JL(退す

ることがlIくt髄とされてvl吏Tが､ IAtlのi:A質､加 1∴新しい

F琶楢等､,.!LL.,tの佃iからと､ l二塚のJt､賢､水分･(･iT有だJ,腔と

土粗の擬制仇.'irSLi界との関係rLとを究明し､rLl日登を適宜

机lTせて離 Jllh､1手導師 (.を′L.lHLさせなけ帖_い りモせん

焚/L_､ [Ll亡ErrJ)jJ織成 ｢手軽ぐ)/- /ン トL/クター!1'川.ll.う~

る)易 (㍗:こ錯 Jr.泊がTF'Iく.,iLJJく71)H I/I'tFIられiL:ji､耕起､代か

き臣iyjLとにその他HJが比裾 ltJ芥払:Tjよりす7Lf:すか､耕

想う叫'(カ､V､潮目ではJ即EJ)L_-_/l･三一のlLi･-LLHう:か′(.わil,11㌢｣

さtL史T｡従 って耕感,L･fT:ら/=め =目上締め 出トを行い､

また排水 E_事/こよって乾Eftlとするなどの土地攻rl'1と水(.U

LgV(LL.を行うことが と､風 こFこってき吏すO (泉 裕 巳)

訂 正

前 弓の rl王達liYl.の機射 Lを'退V)るため;=｣LDりLl.囲)

中で研転 機 とあるは緋転機 のあやよ7)です
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